
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
要
綱

第
一

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
の
規
定
に
適
合
す
る
階
段
と
同
等
以
上
に
昇
降
を
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
階
段
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
第
四
項
関
係
）

第
二

自
動
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
設
置
部
分
（
床
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
階
又
は
床
面
積
二
百
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
ご
と
に
準
耐
火
構
造
の
壁
若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
で
自
動
式
の
も
の
を
設
け
た
も
の
を
い
う
。
）
そ
の
他
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
部
分
の
防
火
上
主
要
な
間
仕
切
壁
は
、
準
耐
火
構
造
と
し
な
く
て
も
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
十
二
条
第
二
項
及
び
第
百
十
四
条
第
二
項
関
係
）

第
三

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
か
ら
準
工
業
地
域
ま
で
の
用
途
地
域
内
に
お
い
て
、
圧
縮
ガ
ス
又
は
液
化
ガ
ス
を
燃
料

電
池
又
は
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
に
こ
れ
ら
の
ガ
ス
を
充
塡
す
る
た
め
の
設
備
（
安
全
上
及
び
防
火
上
支

障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
圧
縮
ガ
ス
及
び
液
化
ガ
ス
を

貯
蔵
又
は
処
理
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
も
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



（
第
百
三
十
条
の
九
関
係
）

第
四

建
築
物
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
延
べ
面
積
に
昇
降
路
の
部
分
の
床
面
積
を
算
入
し
な
い
昇
降
機
と
し
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
三
十
五
条
の
十
六
関
係
）

第
五

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
六

附
則

（
附
則
関
係
）

一

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


